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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

２
０
１
２
年
１
月
21
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

と
み
も
と
歯
科
（
港
区
港
晴
）　
　

定
員　

15
人

講
師　

臨
床
学
術
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ
ッ
ク

三
島
地
区
講
習
会

日
時　

２
０
１
２
年
１
月
28
日（
土
）午
後
６
時
〜
７
時
30
分

会
場　

高
槻
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

研
修
室

　
　
　

 

（
Ｊ
Ｒ 

「
高
槻
」
駅
徒
歩
７
分
、
阪
急
京
都
線
「
高

槻
市
」
駅
徒
歩
７
分
）　
　

定
員　

50
人

講
師　

白
川
善
純
氏
（
う
え
だ
下
田
部
病
院
勤
務
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

医
科
か
ら
見
た
誤
嚥
性
肺
炎（
仮
）

パ
ソ
コ
ン
記
帳
講
座

日
時　

２
０
１
２
年
１
月
21
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

　
　
　

５
時
30
分

会
場　

 

京
橋
・
弥
生
カ
レ
ッ
ジ
Ｃ
Ｍ
Ｃ
（
Ｊ
Ｒ
「
京
橋
」
駅

「
南
口
」
を
出
て
右
へ
Ｊ
Ｒ
の
高
架
下
を
く
ぐ
り
徒

歩
３
分
の
「
大
発
ビ
ル
」）　
　

定
員　

25
人

講
師　

柄
溝
宗
生
氏
（
税
理
士
・
協
会
顧
問
税
理
士
団
）

会
費　

５
千
円　

＊
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い

「
弥
生
会
計
」を
使
っ
た
決
算
準
備

大
阪
市
北
部
・
東
部
・
南
部
地
区
合
同

日
時　

２
０
１
２
年
１
月
29
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

連
利
隆
氏
（
兵
庫
県
立
柏
原
病
院
歯
科
口
腔
外
科
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

有
病
者
の
歯
科
医
療
―
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
に
―

会
員
学
習
会

日
時　

２
０
１
２
年
１
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

矢
吹
紀
人
氏
（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
）

会
費　

会
員
無
料

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
日
本
の
医
療
は
ど
う
な
る

２
月
度
生
涯
研
修

日
時　

２
０
１
２
年
２
月
５
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

石
川
朗
氏
（
神
戸
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
科
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学
准
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

摂
食
・
嚥
下
障
害
患
者
の
呼
吸
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
と

呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
仮
題
）

270

太 刀 魚 つ り

絵　藤田　進 （河内長野市）

奥野　昌史（羽曳野市）
　

あ
ま
り
趣
味
の
な
い
私
に

と
っ
て
唯
一
と
い
え
る
趣
味

は
「
海
釣
り
」
で
あ
る
。
何

も
考
え
ず
海
を
な
が
め
て
ゆ

っ
た
り
と
し
た
時
間
を
楽
し

め
る
と
こ
ろ
が
よ
い
。

　

大
学
の
頃
は
海
が
近
か
っ

た
の
で
、
よ
く
メ
バ
ル
や
カ

レ
イ
を
釣
り
に
行
っ
た
も
の

だ
。「
久
し
ぶ
り
に
行
っ
て

み
よ
う
か
な
」
と
思
い
立
っ

た
。

　

時
は
10
月
半
ば
、
狙
い
は

太
刀
魚
。
太
刀
魚
釣
り
の
ト

ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
。
ず

い
ぶ
ん
前
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
釣
果
情
報
を
調
べ
済

み
。「
絶
対
に
釣
れ
る
！
」。

そ
う
確
信
し
た
か
ら
だ
。
場

所
は
武
庫
川
一
文
字
。
武
庫

川
河
口
沖
に
東
西
に
の
び
る

４
、
５
㌔
メ
ー
ト
ル
の
長
大

な
堤
防
だ
。
足
場
も
良
く
昨

年
よ
り
時
お
り
訪
れ
て
い

る
。

　

午
後
休
診
の
日
を
利
用
し

て
急
い
で
車
で
向
か
っ
た
。

15
時
頃
渡
船
に
て
堤
防
へ
。

５
、
６
㍍
ご
と
に
梯
子
が
か

か
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

陣
取
る
の
だ
が
、
も
う
す
で

に
満
員
状
態
。
予
想
以
上
の

混
み
具
合
で
あ
る
。
や
っ
と

の
こ
と
で
空
い
て
い
る
我
が

陣
地
を
見
つ
け
、
出
遅
れ
を

取
り
戻
そ
う
と
素
早
く
準
備

し
、
早
速
釣
り
だ
し
た
。

　

間
も
な
く
、
時
合
が
来
た

よ
う
で
、
急
に
周
り
が
釣
れ

出
し
て
く
る
。
チ
ャ
ン
ス
は

絶
対
逃
し
て
は
い
け
な
い
。

広
い
海
を
眺
め
、
焦
る
気
持

ち
を
抑
え
る
。
も
う
す
ぐ
日

没
だ
。
夕
闇
が
迫
る
中
、
沖

に
は
船
の
明
か
り
が
見
え
、

太
刀
魚
が
そ
の
名
の
如
く
鋭

い
刀
の
よ
う
に
銀
色
の
光
を

放
ち
な
が
ら
水
面
を
跳
ね

る
。
電
気
浮
き
の
明
か
り
が

海
上
に
散
り
ば
め
ら
れ
、
非

常
に
幻
想
的
な
光
景
だ
。
日

頃
の
ス
ト
レ
ス
を
開
放
し
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
。

　

結
局
、
９
時
前
に
納
竿
。

本
日
の
釣
果
は
６
匹
。
太
刀

魚
釣
り
初
心
者
の
へ
た
く
そ

な
私
に
し
て
は
ま
あ
ま
あ
か

な
。
海
を
ぼ
ん
や
り
と
眺
め

な
が
ら
自
己
満
足
に
浸
っ
て

い
る
と
、「
プ
ル
ル
、
プ
ル

ル
」
と
携
帯
電
話
が
鳴
る
。

「
パ
パ
、
何
匹
釣
れ
た
？
」

と
息
子
の
声
。
急
に
現
実
に

戻
さ
れ
る
。
こ
こ
が
、
昔
と

違
う
と
こ
ろ
だ
。
釣
れ
た
魚

を
楽
し
み
に
子
供
達
が
待
っ

て
い
る
。
ま
た
急
い
で
片
付

け
を
終
え
、
渡
船
に
乗
り
込

む
。
幻
想
的
な
海
の
余
韻
を

楽
し
む
間
も
な
く
、
自
宅
へ

と
車
を
走
ら
せ
る
。

　

奥
野
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
田
島

真
治
先
生
（
泉
南
市
）
で

す
。

　

最
小
限
の
侵
襲
を
基
本
と

す
る
ミ
ニ
マ
ル
イ
ン
タ
ー
ベ

ン
シ
ョ
ン
（
Ｍ
Ｉ
）
の
理
念

が
重
要
視
さ
れ
る
に
つ
れ

て
、
接
着
シ
ス
テ
ム
を
用
い

た
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン

（
Ｃ
Ｒ
）
修
復
は
、
日
常
臨

床
に
お
い
て
ま
す
ま
す
大
き

な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

　

２
０
０
９
年
に
日
本
歯
科

保
存
学
会
が
示
し
た
「
Ｍ
Ｉ

を
理
念
と
し
た
エ
ビ
デ
ン
ス

と
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
基
づ
く

う
蝕
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

で
も
、
Ｃ
Ｒ
修
復
を
前
歯
の

み
な
ら
ず
臼
歯
の
１
級
お
よ

び
２
級
に
お
い
て
も
推
奨
し

て
い
る
。
ま
た
、
歯
髄
に
近

接
し
た
深
い
う
蝕
に
お
い
て

も
、
最
新
の
接
着
シ
ス
テ
ム

を
用
い
て
歯
髄
保
護
を
図
れ

ば
、
術
後
の
歯
髄
症
状
に
悩

ま
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
安
定

し
た
審
美
修
復
が
で
き
る
こ

と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
歯
の
寿
命
を
延
ば
す
治

療
方
針
と
し
て
、
修
復
物
の

リ
ペ
ア
ー
も
推
奨
し
て
お

り
、
そ
こ
で
は
接
着
剤
の
性

能
を
最
大
限
に
引
き
出
し
な

が
ら
Ｃ
Ｒ
を
駆
使
す
る
こ
と

が
鍵
と
な
っ
て
く
る
よ
う
で

あ
る
。 

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｃ
Ｒ
修
復

は
、
象
牙
質
接
着
の
目
覚
ま

し
い
進
歩
と
審
美
修
復
へ
の

要
望
の
高
ま
り
と
と
も
に
、

そ
の
適
応
範
囲
が
日
ご
と
に

日
時　

２
０
１
２
年
１
月
22
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

拡
大
し
て
い
る
が
、
予
後
良

好
な
Ｃ
Ｒ
修
復
を
行
う
た
め

に
は
、
様
々
な
局
面
に
対
応

し
た
最
適
な
材
料
お
よ
び
機

器
の
選
択
と
、
正
し
い
理
論

に
基
づ
い
た
効
率
的
な
充
填

技
術
の
習
得
が
不
可
欠
で
あ

る
。

　

今
回
の
講
演
会
で
は
、
最

新
の
研
究
デ
ー
タ
に
基
づ
い

た
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
と

接
着
シ
ス
テ
ム
選
択
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
お
話
し
す
る
と
同

時
に
、
形
態
付
与
や
色
あ
わ

せ
な
ど
が
見
違
え
る
ほ
ど
上

達
し
、
Ｃ
Ｒ
修
復
が
楽
し
く

な
る
実
践
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク

や
器
材
を
ご
紹
介
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
。

77
歳
と
高
齢
化
し
て
い
る
こ

と
に
触
れ
、「
被
爆
体
験
を

直
接
聞
け
る
最
後
の
世
代
と

し
て
継
承
・
記
憶
し
て
い
く

こ
と
が
市
民
に
課
せ
ら
れ
て

い
る
」
と
訴
え
た
。

　

秋
葉
氏
は
、〝
非
核
兵
器

地
帯
条
約
〞
署
名
国
が
国
連

加
盟
１
９
３
カ
国
中
１
１
９

カ
国
に
達
し
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
、「
世
界
の
過
半
数

以
上
の
国
が
核
廃
絶
を
目
指

し
て
お
り
、
我
わ
れ
は
多
数

派
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

　

高
本
英
司
氏
（
医
科
協

会
）
が
開
会
、
小
澤
力
氏

（
歯
科
協
会
）
が
閉
会
の
あ

い
さ
つ
を
し
た
。

５
０
５
３
都
市
で
つ
く
る

「
平
和
市
長
会
議
」
が
２
０

２
０
年
ま
で
に
核
廃
絶
を
め

ざ
す
「
２
０
２
０
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
つ
い
て
説
明
。
都
市

が
平
和
・
核
兵
器
廃
絶
を
目

指
す
意
義
に
つ
い
て
、
都
市

間
の
友
好
関
係
が
非
軍
事
的

な
国
家
関
係
の
モ
デ
ル
に
な

る
こ
と
や
戦
禍
を
受
け
る
の

は
都
市
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

　

核
兵
器
廃
の
取
り
組
み
を

広
げ
よ
う
と
、「
お
お
さ
か

医
科
・
歯
科
９
条
の
会
」
は

11
月
23
日
、
前
広
島
市
長
・

秋
葉
忠
利
氏
を
招
き
秋
の
講

演
会
「
２
０
２
０
年
ま
で
に

核
兵
器
廃
絶
を
！　

平
和
市

長
会
議
と
市
民
の
役
割
」
を

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
64

人
が
参
加
し
た
。

　

秋
葉
氏
は
、
１
５
１
カ
国

１月度生涯研抄録

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン

修
復
を
極
め
る

「
お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会
」

２
０
２
０
年
の
核
廃
絶
を

秋
葉
前
広
島
市
長
が
講
演

理
論
か
ら
テ
ク
ニ
ッ
ク
お
よ
び
器
材
選
択
の

ヒ
ン
ト
ま
で

林　

美
加
子
⎛

⎞

⎝

⎠

大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
口
腔

分
子
感
染
制
御
学
講
座
准
教
授　
　

講演する秋葉氏＝11月
23日、Ｍ＆Ｄホール　　

し
、「
核
戦

争
か
ら
市
民

を
守
る
た
め

に
は
核
廃
絶

し
か
な
い
」

と
語
っ
た
。

　

被
爆
者
の

平
均
年
齢
が


